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提出された意見等の概要とこれに対する考え方 
 
 案   件   名 ： 第３期芸術文化振興ビジョン（素案） 

 意 見 募 集 期 間 ： 令和２年12月25日～令和３年１月14日 

 意見等の提出件数 ： 34件（16人） 
 

 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

１ 【芸術文化における
各主体の役割】 

各主体の役割を示した表中から国が抜

けている。各種法律の制定などの役割

があるのではないか。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

ご指摘のとおり「芸術文化における各

主体の役割」（p2-3）の中に国の役割

を記述しました。 

２ 【基本目標】 副題が「芸術文化が暮らしに息づき、

芸術文化で人や地域を元気にする社会

の実現」となっているが、お茶やお

花、音楽（コーラス、ブラス、ジャズ

など）は取り組む人が減ってきている

なか、「息づく」というのは適切では

ないのでは。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

ご指摘のとおり「基本目標」（p14）の

中で、「芸術文化で人や地域を元気に

し、未来を開く社会の実現」と修正し

ました。 

３ ビジョンは天変地異（阪神・淡路大震

災）と感染症ウイルスの二つを経験し

た兵庫県の文化力を示すものであって

ほしい。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「基本目標」(p14)に「われわれ兵庫県

民は、阪神・淡路大震災や新型コロナ

ウイルス感染症の拡大といった厳しい

環境のもと、…芸術文化の機能を再認

識することとなった」と記載したほ

か、全文に渡りこのような認識による

記述を心がけています。 

４ 【重点取組項目】 
  

多くの課題と展開方向が掲示されてい

るが、これらを端的に県民へアピール

するスローガンを考えてみてはどう

か。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

今後５年間で重点的に取り組むべき事

項について重点取組項目（p17）とし

て、４項目にまとめ、よりわかりやす

い形で記述しました。 

５ 「行政職員の意識改革」「芸術文化施

設のバリアフリー化」「芸術文化施設

のデザイン化」が望まれることから、

スローガンには「質的な面やハード的

な面の 21世紀兵庫の改革をデザイ

ン」という言葉で総称してはどうか。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「芸術文化施設のバリアフリー化」は

重点取組項目「県民誰もが身近に本物

の芸術文化に親しめる環境の充実」

（p17）に含まれます。なお、「行政職

員の意識改革」「芸術文化施設のデザ

イン化」については、今後の事業展開

の際の参考とさせていただきます。 

６ 【課題と展開方向】 
１ 芸術文化を創造・
発信する 
（１）芸術文化を担い、
育て、つなげる人材を
育成する 

県立高校の芸術系学科など、兵庫県に

おける若手芸術家育成の成果について

触れるべき。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

コラム「兵庫県における若手芸術家の

育成」(p20)の中で、県立高校の芸術系

学科の取組と成果を紹介します。 

７ 文化ボランティアの具体的な構成方法

や支援方法等について、市町の広報誌

等で情報発信してほしい。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、各施設の特性等も

踏まえ、今後の取組の参考とさせてい

ただきます。 

８ １ 芸術文化を創造・
発信する 
（２）芸術文化の拠点
機能を高める 
  

新型コロナウイルス感染症拡大が続く

中、海外等から美術品を借りて展覧会

を行うことは困難である。これからは

自前のコレクションが大事であり、大

型のコレクションを寄附して頂くため

の努力が必須である。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

ご指摘のとおり、「芸術文化の拠点機

能を高める」（p22-23）の主な取組と

して、「美術館等におけるコレクショ

ン寄贈受入体制の整備」として記載し

ました。 
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 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

９ １ 芸術文化を創造・
発信する 
（３）芸術文化の発信
力を強化する 
 

発信力強化の方法として、県の共催

制度の活用を進めてはどうか。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、現在後援名義を活

用して頂いているところであり、責任

の明確化等の課題も勘案しつつ、今後

の取組の参考とさせていただきます。 

10 今後は芸術文化を広めることと並行

して、深める取組を進める必要があ

る。本物の中でも特に最高級の芸術

文化に触れる機会を作るべき。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「芸術文化の発信力を強化する」

(p24-25)でも触れたように、既に多く

の県立文化施設において、世界レベル

とも言える企画展や公演等を実施して

いますが、引き続き、芸術文化に触れ

る機会の提供にも努めていきます。 

11 ２ 芸術文化の”場”
を育て拡げる 
（１）地域で多様な
“場”を育て拡げる 
  
 

アートを生活空間の中で気軽に楽し

めるように、パブリックアートやプ

ロムナードギャラリーの設置などを

進めるべきではないか。作品のみな

らず動画配信なども行い、地域の資

源や文化資源をＰＲする場として活

用していく。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

「地域で多様な“場”を育て拡げる」

（p26-27）の主な取組「空き店舗や空

き施設等を活用した芸術文化事業の支

援」の中に、「芸術文化作品の設置や

公演、動画上映など」と具体的に例示

しました。 

12 兵庫県には美術館は多いが、交通の

便が良く手頃な価格で利用できる展

示会場が少ないので整備をお願いし

たい。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

「地域で多様な“場”を育て拡げる」

（p26-27）の主な取組「空き店舗や空

き施設等を活用した芸術文化事業の支

援」の中に、「芸術文化作品の設置や

公演、動画上映など」と具体的に例示

したほか、「地域の芸術文化の核とし

ての新県民会館のあり方の検討」

（p23）でも検討を加えていきます。 

13 生で音楽に触れる機会を作って頂き

たい。シルバー世代は昼公演がよ

く、若い世代には夜公演がよいの

で、視野を広げるためにも両方とも

進めて頂きたい。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、各施設や実演団体

の実情等も踏まえ、今後の取組の参考

とさせていただきます。 

14 公共施設のロビーや駅ピアノを更に

拡げて、市民が気軽に文化に触れ、

楽しむことができる場所をつくって

頂きたい。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「地域で多様な“場”を育て拡げる」

（p26-27）にも記載していますが、引

き続き様々な場所の芸術文化発表の舞

台としての活用を進めます。 

15 アマチュアの団体や発表者からは使

用料を徴収しないよう、市町に指導

して頂きたい。 

１ 【対応困難】 

市町立施設の使用料については、各市

町が議会の議決等を経て独自に定めて

いるものであり、県から指導を行うこ

とは困難です。県としては、アマチュ

アの団体や発表者の発表機会の増加を

支援していきます。 

16 展開方向の中に、民間企業や私立学

校（大学）との連携協力要請を明確

化してはどうか。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

「地域で多様な“場”を育て拡げ
る」（p26-27）の展開方向に、「民間

企業や私立学校等に対して連携協力の

要請を行い、“場”の確保を進め

る。」と記述しました。 
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 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

17 ２ 芸術文化の”場”
を育て拡げる 
（２）芸術文化による
社会包摂の実現 
 
 
 
 
 
 
 
 

高齢者にとってはチケット代金が高

すぎる場合があるので、半額負担で

見ることができるようになればあり

がたい。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、県立美術館・博物

館では 70代以上の方を半額としてい

るとともに、県民芸術劇場等、低価格

で本物の芸術に触れる機会を提供して

いること等も踏まえ、今後の取組の参

考とさせていただきます。 

18 ICTになじみの薄い高齢者のため

に、地元の公民館等において DVDが

鑑賞できたり、ケーブルテレビ等を

使って自宅のテレビで視聴できるよ

うにしてほしい。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、費用対効果などを

勘案しつつ、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

19 ２ 芸術文化の”場”
を育て拡げる 
（３）青少年が本物の
芸術文化に親しむ 

ＡＩの進化が目覚ましい今こそ、子

どもの感性を育てる芸術教育が求め

られており、学校園等へのアウトリ

ーチ活動の拡充が必要である。若

手・中堅芸術家の発表の場ともな

り、更に研鑽する意欲が生まれる。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「青少年が本物の芸術文化に親しむ」

（p30-32）にも記載していますが、引

き続き関係芸術文化団体等の協力も得

つつアウトリーチ活動の拡大などを進

め、青少年が芸術文化に親しむ機会の

充実に取り組みます。 

20 生活文化の担い手が減少していると

のことだが、担い手を発掘して、小

学校の教育課程に入れれば良いので

はないか。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「青少年が本物の芸術文化に親しむ」

（p30-32）にも記載していますが、関

係芸術文化団体等の協力も得つつアウ

トリーチ活動の拡大などを進め、小学

生をはじめとする青少年が芸術文化に

親しむ機会の充実に取り組みます。 

21 「本物」という言葉にやや違和感が

ある。プロフェッショナルのみなら

ず、地域で活躍しているアマチュア

の芸術家への働きかけや活躍できる

場の提供を考えてはどうか。 

２ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、分野や地域の実情

なども踏まえつつ、今後の取組の参考

とさせていただきます。 

22 ３文化力を高め、地
域づくりに活かす 
（１）芸術文化資源の
掘り起こしと文化力の
向上 

兵庫五国をネットワークでつなぎ、

県民の交流を図ることができる県民

文化祭的なイベントを継続的に実施

する。（ふれあいの祭典をより特化

した事業として実施。） 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、オンラインによる

芸術文化発信の状況や、コロナ禍にお

けるふれあいの祭典のあり方などを踏

まえ、今後の取組の参考とさせていた

だきます。 

23 準備や資金的に大変な薪能が、年間

30 回以上、県内で開催されているの

は、兵庫の高い文化度の表れであ

り、地域文化の一角を担っている。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

ご指摘のとおり、薪能の開催について

「芸術文化資源の掘り起こしと文化力

の向上」（p33）で触れます。 

24 ３文化力を高め、地
域づくりに活かす 
（２）地域資源を活用
した地域の元気づくり
の推進 

神戸北野地区を「多宗教ゾーン」と

して世界遺産に推挙する運動が進め

られており、これを地域づくりに生

かすことが文化力を高めることにも

つながるのではないか。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、関係自治体の動向

なども踏まえ、今後の取組の参考とさ

せていただきます。 

25 神戸における「ミュージアムロー

ド」のように、県内各地域において

は文化振興に取り組む拠点的な取り

組みが展開されつつあることについ

て記載すべき。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

ご指摘のとおり、各県民局・県民セン

ターにおける芸術文化関係の施策につ

いて、コラム（p39）として掲載しま

した。 
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 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

26 ４ みんなで支え、総
合的に取り組む 
（２）県民、団体、企
業、行政等の各主体
の連携体制を強化す
る 

ＩＣＴを用いた文化状況の発信に当

たっては、高齢者など十分に使いこ

なせない人がいることや、高いレベ

ルの内容となるように心がけてほし

い。 

２ 【ビジョンに盛り込み済】 

「県民、団体、企業、行政等の各主体

の連携体制を強化する」（p41-42）に

も記載していますが、プロデュース力

向上や ICT活用等の各種研修の実施に

引き続き取り組みます。 

27 兵庫県はさまざまな芸術活動につい

て取り組んでいるが、県の力として

発信するポータルサイトがない。そ

の構築が必要である。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「県民、団体、企業、行政等の各主体

の連携体制を強化する」（p41-42）に

も記載していますが、ICTとリアルな

場面を組み合わせたプラットフォーム

の整備に取り組みます。 

28 コロナ被害により、行政から文化芸

術に対する予算が減るのではないか

と不安である。文化の氷河期となら

ないようにお願いしたい。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご意見については、県全体の財政状況

等も踏まえ、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

29 ５ ポストコロナ社会
への対応 
 

コロナ対策関係は、冒頭か末尾に整

理した方が良いのではないか。 
１ 【ビジョンにご意見を反映】 

ご指摘のとおり、末尾に「５ ポスト

コロナ社会への対応」（p43-46）とし

てまとめて記載することとしました。 

30 いけばなの場合、展覧会を中止して

会場キャンセル料が免除になって

も、花台や花材の費用が発生し、な

かなか展覧会に踏み込めないところ

もある。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「ポストコロナ社会への対応」の中に

「様々な場所の芸術文化発表の舞台と

しての活用」（p45）を再掲してお

り、新型コロナウイルス感染症の状況

を踏まえ、引き続き取り組んでいきま

す。 

31 感染予防のため、学校公演１回当た

りの観客数を減らしており、回数が

増えているが、それにかかる経費増

加分は劇団が負担している。会場

費・出演料等の補助がなければ、子

どもたちに芸術文化が提供できなく

なる。 

１ 【ビジョンに盛り込み済】 

「ポストコロナ社会への対応」の中に

「芸術家等が地域へ出向くアウトリー

チ活動の推進」（p44）を再掲してお

り、新型コロナウイルス感染症の状況

を踏まえ、引き続き取り組んでいきま

す。 

32 【その他】 どこで誰が何をするのか分かりにく

い記述が多い。「主な取組」につい

て、具体的な例示になるように記載

してほしい。 

１ 【ビジョンにご意見を反映】 

ご指摘のとおり、可能な範囲で具体的

な事業名等を例示したほか、冊子作成

時には参考資料として令和３年度施策

体系表を添付する予定です。 

 
 


